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青年部委員会開催される
[image: image1.jpg]


　１月３１日、新橋交通ビルにおい

て第２３回定期委員会が開催されました。
今委員会には国労本部・西日本本部の青年部長も来賓として出席し、挨拶の中で国労を巡る情勢の報告を受けました。今後の青年部組織の発展に向け、組織拡大に向けた行動を大々的に取り組む旨の決意を込めた力強い挨拶を受けました。
※常任部新体制は最終頁をご参照下さい。
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青年部長や来賓挨拶の中では、各地で国労加入者が増えている事に触れました。職場の中で様々な悩みを抱えている他労組の仲間の多くが、相談相手を「彼らの所属する労組」ではなく私たち国労にしている事実があります。私たち国労が所属組織や立場の違いを越えて一人の悩みを多くの仲間で共有し、悩みの解決に向けていくのが民主的な労働運動をしている事に自身と確信を持ち、職場や入社式行動などの場で他労組の仲間・新入社員にアピールすることで国労加入の流れはさらに強く・大きなものになります。全国組織である国労の強みを活かして組織拡大・強化に向けて頑張ろう！
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　なお、今委員会の開催を前後して東日本本部内の貨物職場で３名、西日本本部で１名の組織拡大がありました。
檄布やＦＡＸメッセージ等の激励行動は、仲間に大きな勇気を与えます。激励の取り組みをよろしくお願いします！
	今委員会には、江ノ島電鉄労働組合青年女性協議会より

連帯と激励のメッセージを戴きました。紙面を借りましてお礼申し上げます。


私たち国労東日本青年部は、新しい仲間の国労加入を心から歓迎します！
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仲間の声

委員会では多くの発言が出されました。発言の一つ一つに仲間の思いがこめられています。
☆旅客会社で久しぶりの加入（新採）があったのだが、自分の年齢の半分の歳なので始めはどう接したらいいのか戸惑った。今まで先輩たちの話していた事や気持ちがわかった。（長野・貨物）

☆一括和解以降、現場長に申し入れを行って新採との関わりを持つ場を設ける事ができた。１５分という短い時間ではあったが国労をアピールすることができた。（東京・青対）
☆職場で若い女性社員のよき相談相手になっている母親的な存在の組合員がいます。日頃から築かれている信頼関係からアフターでお酒や食事に出かけていますが、長野での婦人部の拡大もあり、今後はもう少し踏み込んで加入に向けて頑張ります。（婦人部）

☆貨物の乗務員が少な過ぎる。会社は特別枠で社員を採用しているが、新人から聞くとまるで自動車教習所の「合宿講習」のようである。入社式→新人研修→動力車教習というカリキュラムを組んで大急ぎで養成しているのが実態だ。彼らの「師匠」となる人が多い内に多くの新人を養成して異常時の対応等、多くの経験を積ませた方が良質な乗務員作りにも繋がると思う（東京・貨物）
☆職場の国労組合員は自分を含めて２名だが、出向先から来ている国労の人が交流会を立ち上げて他労組の仲間を交えながら盛り上げている。今後は加入に向けて集まりをもっと発展させて頑張りたい。（東京・旅客）
☆新入社員が全員東労組に呼ばれて加入届を書かされる場面になった時に、自分は既に国労に入っていたため加入を断るのが大変でした。その場にいた同期とは変りなく付き合いを続けています。（長野・旅客）
☆１２月に新しい仲間が加入した。彼は幹部候補生として入社したのだが、職場改善の問題について何度か話を続けて行くうち、会社の現状や国労について話をするようになり加入につながった。（東京・青対）
２００８年度常任部体制
青年部長　　因泥　　一（黒磯機関区・東京）
副青年部長　　堀内　　誠（塩尻機関区・長野）
書記長　　森岡　英夫（浜川崎駅・東京）

常任委員　　彦田　貴弘（東京信号通信技術センター・東京）

常任委員　　阿倍　浩樹（田端駅・東京）
よろしくお願いします！
退任した委員

木村　忠義（前青年部長）

坂本　善昌（前副青年部長）

小菅　隆寛（前書記長）
長い間お疲れ様でした！






